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津
山
・
豊
里
で
住
民
懇
談
会

登
米
市
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

　

登
米
市
地
域
防
災
計
画
は
、
災

害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

の
防
災
に
係
る
事
務
・
業
務
に
関

し
、
総
合
的
な
対
策
を
定
め
た
計

画
。
市
長
を
会
長
と
す
る
登
米
市

防
災
会
議
で
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

登
米
市
地
域
防
災
計
画
は
、
平

成
19
年
に
策
定
、
こ
れ
ま
で
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
震
災
対

策
編
」
の
修
正
お
よ
び
「
風
水
害

等
災
害
対
策
編
」
の
修
正
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、

原
子
力
災
害
対
策
指
針
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
避
難
な

ど
に
備
え
る
「
原
子
力
災
害
対
策

を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
区
域
」

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
東
北
電
力

女
川
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
30

㌔
圏
と
す
る
「
緊
急
時
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
」
に
登
米
市
の

一
部
地
域
（
津
山
・
豊
里
）
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
新
た
に
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
の
策
定
が
必
要
と
な

り
、
市
防
災
会
議
に
お
い
て
検
討

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

災
害
対
応
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
異
な
る
た
め
、
各
編
と
も

「
総
則
」「
予
防
対
策
」「
応
急
対

策
」「
復
旧
・
復
興
対
策
」
の
４

区
分
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
対
策
に
お
い
て
、
市
、
県
、

国
、
公
共
機
関
、
民
間
事
業
者
、

住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
被
害

の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
対
策
編
」「
風
水
害
等
災

害
対
策
編
」
の
主
な
修
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
防
災
体
制
の
整
備

◆
情
報
収
集
、
伝
達
体
制
の
整
備

◆
避
難
収
容
対
策

◆
災
害
時
要
援
護
者
の
対
応

◆
複
合
災
害
へ
の
対
策

◆
物
資
調
達
、
供
給
対
策

◆
相
互
応
援
体
制
の
整
備

◆
地
域
防
災
力
の
強
化
な
ど

　

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び

財
産
を
守
る
た
め
、
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
津
山
町
域
と
豊
里

町
域
の
全
行
政
区
が
東
北
電
力
女

川
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
重
点
区

域
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
原
子
力

災
害
対
策
編
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
重
点
区
域
の
人
口
（
平
成
25

年
１
月
現
在
）
は
約
１
０
６
０
０

人
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
津
山
町
域
お
よ
び
豊
里

町
域
は
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点

的
に
実
施
す
る
区
域
と
な
り
ま
す

が
、
防
災
計
画
に
お
け
る
原
子
力

災
害
対
策
編
で
は
原
子
力
災
害
の

特
性
を
踏
ま
え
「
登
米
市
全
域
」

を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

　

計
画
の
構
成
は
「
総
則
」「
原

子
力
災
害
事
前
対
策
」「
緊
急
事

態
応
急
対
策
」「
原
子
力
災
害
中

長
期
対
策
」
の
４
区
分
で
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に

実
施
す
べ
き
区
域
の
範
囲

◆
情
報
の
収
集
、
住
民
へ
の
情
報

伝
達
活
動

◆
屋
内
退
避
、
避
難
収
容
等
の
防

護
活
動

◆
救
助
、
救
急
、
医
療
活
動

◆
緊
急
輸
送
、
物
資
供
給
活
動

◆
災
害
復
旧
、
支
援
活
動
な
ど

　

地
域
防
災
計
画
は
、
今
後
も
必

要
に
応
じ
て
修
正
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
皆
様
の
「
安
全
・
安
心
」

の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
広
域
か
つ
大
規
模
災
害
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
防
災
課

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
３
０

■
地
域
防
災
計
画
の
修
正
お
よ
び
策
定

の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

「
震
災
対
策
編
」
な
ど
の

見
直
し
作
業
と
併
せ
て
検
討

原
子
力
災
害
の
重
点
区
域

人
口
は
１
万
人
余
り

　

今
回
見
直
し
し
た
登
米
市
地
域

防
災
計
画
の
柱
は
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
を
新
た
に
策
定
し
た
こ

と
で
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
例
を
見
る
ま
で
も
な

く
、
ひ
と
た
び
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
起
き
れ
ば
最
悪
の
事
態
も

想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、
原
子

力
災
害
対
策
の
基
本
的
な
方
針
を

決
定
し
た
も
の
。
具
体
的
な
避
難

計
画
な
ど
は
、
今
後
、
県
や
隣
接

市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に

お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

情
報
伝
達
手
段
の
確
保
と
、
避
難

な
ど
の
円
滑
な
実
施
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総務部防災課

小野寺 茂
しげ

樹
き

 課長

■女川原子力発電所から半径３０㌔圏

■地域防災計画の体系
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▼

（
石
越
小
学
校
６
年
）
第

60
回
全
国
公
募
小
中
高
児
童
生
徒
川
開
書

道
展
╱
小
学
校
の
部
╱
文
部
科
学
大
臣
賞

▼

（
上
沼
小
学
校
６
年
）
第
80
回

全
国
書
画
展
覧
会
╱
書
の
部
╱
筆
都
大
賞

▼

（
上
沼
小
学
校
１
年
）
第
80

回
全
国
書
画
展
覧
会
╱
書
の
部
╱
筆
都
大

賞
▼

（
中
田
中
学
校
１
年
）
第

54
回
水
道
週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
╱
作
文

中
学
生
の
部
╱
厚
生
労
働
大
臣
賞
▼

（
一
関
工
業
高
等
専
門
学
校
５
年
）
全

国
高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
╱
優
勝

▼

（
佐
沼
高
等
学

校
）
第
36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

╱
日
本
音
楽
部
門
╱
文
化
連
盟
賞
▼

（
米

谷
工
業
高
等
学
校
）
第
20
回
全
国
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
╱
出
場

▼

（
登
米
小
学
校
６
年
）
第
28

回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
╱

女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
╱
第
８
位
▼

（
中
津
山
小
学
校
１
年
）
第
12
回
全
日

本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
╱
１
年

女
子
組
手
╱
第
３
位
▼

（
中
津

山
小
学
校
４
年
）
第
48
回
和
道
会
全
国
空

手
道
競
技
大
会
╱
組
手
小
学
生
４
年
女
子

╱
優
勝
▼

（
石
森
小
学
校
６

年
）
第
48
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大

会
╱
小
学
生
６
年
男
子
組
手
╱
優
勝
▼

（
宝
江
小
学
校
２
年
）
第
50

回
全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱
組

手
小
学
生
男
子
２
年
生
╱
優
勝
▼

（
東
和
中
学
校
３
年
）
第
７
回
全
日
本

小
・
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

╱
リ
カ
ー
ブ
女
子
個
人
╱
第
３
位
▼

（
東
和
中
学
校
３
年
）
東
京
イ
ン

ド
ア
・
オ
ー
プ
ン
２
０
１
２
大
会
╱
リ

カ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
╱
第
１
位
▼

（
東
和
中
学
校
３
年
）
東
京
イ
ン
ド

ア
・
オ
ー
プ
ン
２
０
１
２
大
会
╱
リ
カ
ー

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
╱
第
２
位
▼

（
東
和
中
学
校
３
年
）
第
15
回
南
東
北
中

学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
╱
男
子
50
・
30

ｍ
ラ
ウ
ン
ド
╱
第
１
位
▼

（
東
和

中
学
校
２
年
）
第
50
回
全
国
防
具
付
空
手

道
選
手
権
大
会
╱
組
手
中
学
生
男
子
╱
第

３
位
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
１
年
） 

第
67
回
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会
╱
男
子
棒
高
跳
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
ジ
ャ

パ
ン
セ
ブ
ン
ズ
２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク

ビ
ー
╱
カ
ッ
プ
優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
ジ
ャ

▼

（
石
森
小
学
校
６
年
）
第
14

回
「
み
ど
り
の
小
道
」
環
境
日
記
コ
ン
テ

ス
ト
╱
個
人
の
部
╱
銅
賞
▼

（
石
森
小
学
校
６
年
）
第
14
回
「
み
ど
り

の
小
道
」
環
境
日
記
コ
ン
テ
ス
ト
╱
個
人

の
部
╱
佳
作
（
奨
励
賞
）
▼

（
佐

沼
高
等
学
校
３
年
）
第
56
回
全
国
学
芸
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
╱
旺
文
社
赤
尾
好

夫
記
念
賞
▼

（
佐
沼
高
等
学

校
３
年
）
第
36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
╱
美
術
・
工
芸
部
門
╱
文
化
連
盟
賞

▼

（
佐
沼
高
等
学
校
２
年
）
第

23
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
╱
高

等
学
校
の
部
╱
奨
励
賞
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
２
年
）
第
23
回
読
書
感

想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
╱
高
等
学
校
の
部

╱
奨
励
賞
▼

（
上
沼
小
学
校

６
年
）
赤
い
羽
根
チ
ャ
イ
ル
ド
大
使
芸
術

祭
╱
書
道
の
部
╱
宮
城
県
知
事
賞
▼

（
上
沼
小
学
校
６
年
）
第
52
回
全
国

学
生
書
道
展
╱
白
扇
会
賞

▼

（
佐
沼
中
学
校
）

平
成
24
年
度
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東

北
大
会
╱
中
学
校
合
奏
第
１
の
部
╱
優
秀

賞

パ
ン
セ
ブ
ン
ズ
２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク

ビ
ー
╱
カ
ッ
プ
優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
ズ
２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク
ビ
ー

╱
カ
ッ
プ
優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
ジ
ャ
パ
ン
セ

ブ
ン
ズ
２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク
ビ
ー
╱

カ
ッ
プ
優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
ジ
ャ
パ
ン
セ

ブ
ン
ズ
２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク
ビ
ー
╱

カ
ッ
プ
優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐

沼
高
等
学
校
２
年
）
ジ
ャ
パ
ン
セ
ブ
ン
ズ

２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク
ビ
ー
╱
カ
ッ
プ

優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼

高
等
学
校
２
年
）
ジ
ャ
パ
ン
セ
ブ
ン
ズ

２
０
１
２
、７
人
制
ラ
ク
ビ
ー
╱
カ
ッ
プ

優
勝
（
東
北
選
抜
）
▼

（
佐
沼

中
学
校
３
年
）
第
43
回
東
北
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
╱
女
子
棒
高
跳
╱
第
１
位
▼

（
米
谷
小
学
校
４
年
）
第
32
回
全

東
北
・
北
海
道
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大

会
╱
組
手
小
学
生
中
学
年
男
子
╱
第
２
位

▼

（
上
沼
小
学
校
２
年
）
第

50
回
全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱

組
手
小
学
生
女
子
２
年
生
╱
準
優
勝
▼

（
上
沼
小
学
校
６
年
）
第
32

回
全
東
北
・
北
海
道
防
具
付
空
手
道
選
手

権
大
会
╱
組
手
女
子
小
学
生
高
学
年
の
部

╱
準
優
勝
▼

（
南
方
小
学

校
６
年
）
第
29
回
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
╱
団
体
９
位
（
選
抜
チ
ー

ム
）
▼

（
南
方
小
学
校
５
年
）
第

29
回
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

╱
団
体
９
位
（
選
抜
チ
ー
ム
）
▼

（
米
谷
工
業
高
等
学
校
３
年
）
平
成
24

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会
╱
男
子
個
人
╱
第
９

位
▼

（
盛
岡
中
央
高
等
学
校
１

年
）
第
35
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
東
北
地
区
大
会
╱
男
子
個
人
無
差
別

級
╱
第
１
位
▼

（
迫
町
）
第

12
回
全
日
本
剛
柔
流
空
手
道
選
手
権
大
会

╱
男
子
一
般
有
級
重
量
級
の
部
╱
第
１
位

▼

（
浅
水
小
学
校
５
年
）
第
16

回
岩
手
カ
ッ
プ
東
北
小
学
生
選
抜
シ
ン
グ

ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
╱
女
子
５
年
生

以
下
╱
第
１
位
▼

（
浅
水
小

学
校
６
年
）
第
50
回
全
国
防
具
付
空
手
道

選
手
権
大
会
╱
組
手
小
学
生
女
子
６
年
生

╱
第
３
位
▼

（
柳
津
小
学
校
６

年
）
Ｉ
Ｂ
Ａ

－

ｂ
ｏ
ｙ
ｓ
第
３
回
学
童
女

子
軟
式
野
球
全
国
大
会
╱
優
勝
▼

（
中
田
町
）
第
43
回
東
北
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
╱
男
子
棒
高
跳
╱
第
１
位
▼

（
東
北
学
院
大
学
２
年
）
第
41
回

東
北
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱
男
子

４
×
１
０
０
m
リ
レ
ー
╱
第
１
位
▼

（
東
北
学
院
大
学
１
年
）
第
41
回
東

北
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱
男
子
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
╱
第
１
位
▼

（
仙
台
大
学
３
年
）
第
41
回
東
北
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱
女
子
５
０
０
０

ｍ
╱
第
２
位
▼

（
岩
手
大

学
大
学
院
２
年
）
第
34
回
北
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
╱
女
子
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
小
学
校
２
年
）
第
48
回
和
道
会

全
国
空
手
道
競
技
大
会
╱
小
学
２
年
男
女

組
手
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
中
学

校
３
年
）
第
48
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競

技
大
会
╱
中
学
生
女
子
組
手
╱
第
３
位
▼

（
米
山
東
小
学
校
４
年
）
第
48

回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会
╱
小
学

４
年
男
子
組
手
╱
第
３
位
▼

（
聖
和
学
園
高
等
学
校
３
年
）
第
48
回
和

道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会
╱
少
年
女
子

組
手
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
中
学

校
３
年
）
第
70
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和

道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
╱
中
学
生

男
子
組
手
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼

小
学
校
２
年
）
第
70
回
全
日
本
空
手
道
連

盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
╱
小

学
１
・
２
年
男
子
組
手
╱
第
２
位
▼

（
宝
江
小
学
校
３
年
）
第
70
回
全
日

本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手

権
大
会
╱
小
学
３
・
４
年
女
子
組
手
╱
第

２
位
▼

（
近
畿
大
学
１
年
）
第
67

回
国
民
体
育
大
会
ぎ
ふ
清
流
国
体
╱
空
手

道
成
年
男
子
重
量
級
個
人
組
手
╱
第
５
位

▼

（
米
岡
小
学
校
１
年
）
第

50
回
全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱

組
手
小
学
生
女
子
１
年
生
╱
第
１
位
▼

（
天
真
学
園
高
等
学
校
２
年
）
第

50
回
全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱

個
人
戦
組
手
高
校
生
男
子
╱
第
３
位

▼

╱

第
22
回
東
北
中
学
校
男
子
選
抜
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
╱
第
２
位
▼

╱
第
４
回
全
日
本
春
季
軟
式
野
球
大

会
東
北
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
╱
優
勝
▼

╱
第
48
回
和
道
会
全
国
空
手

道
競
技
大
会
╱
少
年
男
子
団
体
組
手
╱
第

２
位
▼

╱
第
39

回
東
北
総
合
体
育
大
会
╱
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
╱
第
２
位
▼

╱
第
27
回
東
北
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
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　公益社団法人日本広報協会が
主催する全国広報コンクール
に、　市広報紙「広報とめ」が
県代表として推薦されることに
なりました。同コンクールは、
平成 24年中に発行された自治
体広報紙を対象に実施されてい
るものです。今回は、広報紙（市
部）の部で「広報とめ 12月１
日号」が、写真（組み写真）の
部で「10月１日号」がそれぞれ
選ばれ、市ホームページと合わ
せて全国広報コンクールに推薦
されます。
　広報紙の部の12月1日号は、
東日本大震災で、市内の避難所
に暮らす女性を支援する目的で
結成された「えがおねっと」の
活動を取り上げた特集が高く評
価されたほか、「決算報告や市
職員の給与のあらまし、トピッ
クスの見せ方に工夫が見られ、
市民に手にとってもらおうとい
う姿勢が随所に感じられた」な
どの評価をい
ただきました。
　また、写真
（組み写真）の
部で選ばれたのは 10 月 1 日
号の 18～ 19ページ。登米祝
祭劇場を拠点に活動する子ども
ミュージカル「ドリーム★キッ
ズ」を取り上げ、「子どもたち
が一生懸命ミュージカルに取り
組んでいるさまざまな表情をと
らえ、また市民も支援を楽しみ
にしていることが表現されて
いる」などと
いった評価を
いただきまし
た。

当
日
表
彰
式
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
で
記
念
撮

影
。
来
年
度
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

場
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３

年
）
第
67
回
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
╱
女
子
２
０
０
ｍ
╱
出

場
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
第

67
回
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
╱
男
子
や
り
投
げ
╱
出
場
▼

（
佐
沼
高
等
学
校
３
年
）
第
67
回
東

北
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

大
会
╱
男
子
棒
高
跳
╱
出
場
▼

（
佐
沼
中
学
校
２
年
）
第
31
回
宮
城
県

中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
╱
女
子
四
種

競
技
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
中
学

校
２
年
）
第
31
回
宮
城
県
中
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
╱
男
子
走
幅
跳
╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
中
学
校
３
年
）
第

58
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
宮
城

県
大
会
女
子
走
幅
跳
╱
第
１
位
▼

（
上
沼
小
学
校
６
年
）
第
28
回
全

国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会
宮
城
県

大
会
╱
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
上
沼

小
学
校
６
年
）
第
28
回
全
国
小
学
校
陸
上

競
技
交
流
大
会
╱
共
通
男
子
╱
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
╱
出
場
▼

（
米
谷
工
業
高
等

学
校
３
年
）
平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

╱
男
子
個
人
╱
出
場
▼

（
米
谷

工
業
高
等
学
校
３
年
）
平
成
24
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
大
会
╱
男
子
個
人
╱
出
場
▼

（
中
田
中
学
校
３
年
）
第
35
回
東
北
中

学
校
柔
道
大
会
╱
個
人
73
㎏
以
下
級
╱
出

場
▼

（
中
田
中
学
校
２
年
）
第

35
回
東
北
中
学
校
柔
道
大
会
╱
個
人
66
㎏

以
下
級
╱
出
場
▼

（
中
田
中

学
校
３
年
）
第
42
回
東
北
中
学
校
卓
球
大

会
╱
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
╱
出
場
▼

（
中
田
中
学
校
２
年
）
第
５
回
東
北
中

学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
╱
男
子

個
人
ダ
ブ
ル
ス
╱
出
場
▼

（
中

田
中
学
校
２
年
）
第
５
回
東
北
中
学
校
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
╱
男
子
個
人
ダ

ブ
ル
ス
╱
出
場
▼

（
佐
沼
中
学

校
３
年
）
第
40
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
╱

野
球
選
手
権
大
会
╱
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

野
球
選
手
権
大
会
╱
出
場
▼

（
佐
沼
中
学
校
１
年
）
第
40
回
日
本
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
╱
野
球
選
手
権
大
会
╱
日
本

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
選
手
権
大
会
╱
出
場

▼

（
米
山
町
）
平
成
24
年
度
宮

城
県
春
季
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱
男

子
棒
高
跳
╱
第
１
位
▼

（
豊

里
小
・
中
学
校
９
年
）
平
成
24
年
度
宮

城
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
╱
中

▼

（
南
方
中
学
校
１
年
）
第

61
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

╱
女
子
１
年
１
０
０
ｍ
╱
第
１
位

（
東
北
大
会
出
場
）
▼

（
米

山
中
学
校
２
年
）
第
52
回
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会
╱
女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
╱
出
場
▼

（
石
越
小
学
校
６

年
）
第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
宮
城
県
大
会
╱
６
年
男
子
１
０
０

ｍ
╱
第
１
位
▼

（
豊
里
小
・
中

学
校
９
年
）
第
61
回
宮
城
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
╱
男
子
棒
高
跳
╱
第
１
位

（
東
北
大
会
出
場
）
▼

（
豊
里
小
・
中
学
校
９
年
）
第
58
回
全

日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
宮
城

県
大
会
╱
男
子
３
０
０
０
ｍ
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
宝

江
小
学
校
２
年
）
第
32
回
全
東
北
・
北
海

道
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱
組
手
の

部
╱
小
学
生
低
学
年
男
子
╱
第
３
位
▼

（
東
和
中
学
校
３
年
）
第
42
回
東
北

中
学
校
卓
球
大
会
╱
男
子
個
人
シ
ン
グ
ル

ス
╱
出
場
▼

（
佐
沼
高
等
学
校

１
年
）
第
67
回
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
╱
男
子
棒
高
跳
╱
出

大
会
╱
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
╱
第

１
位
▼

╱
第
32
回
全

東
北
・
北
海
道
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大

会
╱
小
学
生
男
子
団
体
組
手
╱
第
２
位
▼

╱
第
14
回
東
北
中
学
生
空

手
道
選
手
権
大
会
╱
中
学
生
女
子
団
体
組

手
╱
第
２
位
▼

╱
第

50
回
全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権
大
会
╱

団
体
戦
組
手
男
子
一
般
の
部
╱
第
３
位

北
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
╱

少
年
男
子
団
体
╱
第
３
位
▼

╱
第
35
回
東
北
中
学
校
柔
道

大
会
╱
男
子
団
体
╱
出
場
▼╱

第
５
回
東
北

中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
╱

男
子
団
体
╱
出
場
▼

╱
第
26
回
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
交
流
大
会
╱
中
学
生
の
部
╱

第
１
位
▼

（
柳

津
小
学
校
）
高
円
宮
賜
杯
第
32
回
全
日

本
学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド･

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
宮
城
県
予
選
大
会
╱
優
勝

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

╱
第
７
回
宮
城
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
流
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
ジ
ュ
ニ
ア
リ
レ
ー
╱

第
１
位
▼

╱
第
７
回
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
╱
女
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
╱
第
１
位
▼

╱
第
28
回
宮
城
県
中
学
校

新
人
柔
道
大
会
╱
男
子
団
体
戦
╱
第
１
位

▼

╱
第
34
回
宮
城
県

防
具
付
空
手
道
秋
季
大
会
╱
団
体
戦
組
手

▼

╱
第
11
回
宮
城
県

中
学
校
野
球
選
手
権
大
会
╱
優
勝
▼

╱
第
30
回
宮
城
県
中
学
校

新
人
剣
道
大
会
╱
女
子
団
体
╱
第
１
位
▼╱

第
40
回
東
北
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
╱
団
体
男
子
╱
出
場
▼╱

第
39
回
東

学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ
╱
第
１
位
▼

（
米
岡
小
学
校
６
年
）
第
28
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
宮
城

県
大
会
╱
男
子
共
通
走
高
跳
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
米
岡
小
学
校
５
年
）
第
28
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
宮
城
県
大

会
╱
５
年
男
子
１
０
０
ｍ
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
中
津

山
小
学
校
３
年
）
平
成
24
年
度
宮
城
県

民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
（
小
学
３

年
男
子
１
０
０
ｍ
╱
第
１
位
▼

（
米
山
東
小
学
校
６
年
）
第
７
回
宮
城

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
╱
小
学
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
╱

第
１
位
▼

（
登
米
中
学
校
２

年
）
第
31
回
宮
城
県
中
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
╱
男
子
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

╱
第
１
位
▼

（
佐
沼
高
等
学
校

定
時
制
課
程
４
年
）
第
57
回
宮
城
県
高
等

学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
陸
上
競
技

大
会
╱
男
子
砲
丸
投
╱
第
１
位
（
全
国
大

会
出
場
）
▼

（
佐
沼
高
等
学
校

定
時
制
課
程
２
年
）
第
57
回
宮
城
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
╱
男
子
走
幅
跳
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
米

山
中
学
校
３
年
）
第
61
回
宮
城
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

╱
男
子
個
人
戦
90
㎏
級
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
佐

沼
小
学
校
１
年
）
第
12
回
全
日
本
少

年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
宮
城
県

予
選
╱
小
学
１
年
女
子
形
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
▼

（
米

山
西
幼
稚
園
）
第
37
回
宮
城
県
防
具
付
空

手
道
選
手
権
大
会
╱
個
人
戦
組
手
幼
児
の

部
╱
第
１
位
▼

（
米
山
中
学
校
１

年
）
第
61
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
相
撲
大
会
╱
個
人
１
年
の
部
╱
第
１
位

（
東
北
大
会
出
場
）

幼
児
の
部
╱
第
１
位
▼

╱
第
34
回
宮
城
県
防
具
付
空
手
道
秋
季

大
会
╱
団
体
戦
組
手
女
子
小
学
生
高
学
年

の
部
╱
第
１
位
▼

╱

第
34
回
宮
城
県
防
具
付
空
手
道
秋
季
大
会

╱
団
体
戦
組
手
男
子
小
学
生
高
学
年
の
部

╱
第
１
位
▼

╱

第
61
回
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
╱
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
４
人
乗
り

╱
第
１
位
（
全
国
大
会
出
場
）
▼

╱
第
61
回
宮
城
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
╱
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
７
人
制
）

╱
第
１
位
▼

╱
第
67
回
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
╱
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

╱
出
場
▼

╱
第
57
回
宮
城
県
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
╱
男
子

総
合
╱
第
１
位
▼

╱
第
57
回
宮
城
県
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

╱
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
╱
第
１
位

（
全
国
大
会
出
場
）
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卒
業
シ
ー
ズ
ン
の
３
月
、
市
内
の

小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
佐
沼
小
学
校
と
統

合
す
る
森
小
学
校
で
は
３
月
15
日

に
最
後
の
卒
業
式
を
開
催
。
式
典

で
は
高
橋
弘
一
校
長
が
６
人
の
卒
業

生
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
を
授
与
す

る
と
、
卒
業
生
は
壇
上
か
ら
保
護

者
ら
に
向
か
っ
て
将
来
の
夢
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。
最
後
は
、
早

坂
雪
男
教
頭
が
「
以
上
を
も
っ
て
、

平
成
24
年
度
森
小
学
校
の
、
そ

し
て
最
後
の
卒
業
式
を
終
わ
り
ま

す
」
と
思
い
を
込
め
た
閉
式
の
言

葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
年
市
内
の
小
中
学
校
を
卒
業

し
た
の
は
、
小
学
校
23
校
で
７
８
６

人
、
中
学
校
10
校
で
７
７
１
人
と

な
り
ま
す
。

　

市
と
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育

協
会
で
は
、
３
月
15
日
に
市
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
講
師
は
、
マ
ラ
ソ
ン

森小学校で最後の卒業式

守屋さん講演とトークショー

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表

で
、
エ
ス
ビ
ー
食
品（
株
）ス
ポ
ー

ツ
推
進
局
長
を
務
め
る
瀬
古
利
彦

さ
ん
。
会
場
の
中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
心
で
走
ろ
う
」
と
題
し
て
講

演
し
た
瀬
古
さ
ん
は
、
現
役
時
代

の
体
験
や
苦
労
話
、
マ
ラ
ソ
ン
の

高
橋
尚
子
さ
ん
や
柔
道
の
山
下
泰

裕
さ
ん
な
ど
一
流
選
手
の
練
習
法

や
裏
話
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

紹
介
。「
同
じ
練
習
で
も
、
い
か

に
自
分
で
気
持
ち
を
入
れ
て
工
夫

し
な
が
ら
取
り
組
む
か
が
大
事
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

マラソン・瀬古さん招き講演会

　

市
と
佐
沼
・
登
米
両
警
察
署
は
、

大
規
模
災
害
で
警
察
庁
舎
が
被
災

し
た
場
合
、
市
の
施
設
を
代
替
施

設
と
し
て
使
用
す
る
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大

地
震
や
水
害
な
ど
で
警
察
署
が
被

災
し
災
害
警
備
本
部
の
設
置
が
困

難
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
佐
沼
警

察
署
は
市
役
所
や
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
の
５
施
設
を
、
登

米
警
察
署
は
東
和
、
登
米
の
２
総

合
支
所
を
一
定
期
間
使
用
し
ま
す
。

　

２
月
27
日
に
佐
沼
警
察
署
で
行

わ
れ
た
協
定
式
に
は
、
布
施
孝
尚

市
長
や
佐
沼
警
察
署
の
内
海
裕
之

署
長
、
登
米
警
察
署
の
齊
藤
久
徳

署
長
な
ど
関
係
者
が
出
席
。
布
施

市
長
は
「
い
ざ
と
い
う
時
、
志
を

一
つ
に
行
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
で
き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
と
佐
沼
・
登
米
警
察
署
が
協
定

　

平
成
14
年
度
に
県
と
旧
迫
町
が

協
定
を
締
結
し
事
業
を
進
め
て
き

た
、
荒
川
に
架
か
る
市
道
泥
内
線

の
駒
見
橋
の
架
け
換
え
工
事
が
完

了
し
、
２
月
24
日
に
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
供
用
開
始
日
に
は
、
地

元
の
泥
内
行
政
区
の
主
催
で
完
成

記
念
式
典
と
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
佐
沼
鹿
踊
り
な

ど
が
披
露
、
市
民
や
工
事
関
係
者

ら
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新「
駒
見
橋
」は
全
長
57
㍍
で
、

総
事
業
費
は
約
５
億
８
２
０
０
万

円
。
県（
河
川
改
修
）と
市（
橋
梁

改
修
）の
共
同
事
業
と
し
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
工
事
の
完
成
で
、

流
域
の
治
水
安
全
度
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
車
両
や
歩
行
者
の
安

全
な
通
行
空
間
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

迫
町
・
新「
駒
見
橋
」完
成
で
式
典

く
り
事
業
に
取
り
組
む
方
な
ど
約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
内
豊
里
町
出
身

で
東
北
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
守

屋
周
さ
ん
が
「
私
が
想お

も

う
ま
ち
づ

く
り
〜
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
視
点
か
ら

〜
」
と
題
し
て
講
演
。
そ
の
後
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
心
友
会
代
表
の 

髙
橋
幸さ

ち

子こ

さ
ん（
石
越
町
）ら
３
人

が
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
市
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
共
有
し
よ

う
と
、
市
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
３
月
16

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

度
の
地
域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
交
付

金
制
度
の
報
告
会
を
兼
ね
て
行
っ

た
も
の
。
会
場
の
中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
は
市
内
で
地
域
づ
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任
期
満
了
に
よ
る
市
長
選
挙
お

よ
び
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４

月
14
日
（
日
）
告
示
さ
れ
、
４
月

21
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
意
思
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
大
切

な
一
票
を
忘
れ
ず
に
投
じ
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人
が
投
票
で
き
ま

す
。平

成
５
年
４
月
22
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人
（
満
20
歳
以
上
）

平
成
25
年
１
月
13
日
以
前
か
ら

　

登
米
市
に
住
民
登
録
し
、
引
き

　

続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　

る
人

※
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た

　

人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
所
で
の
本
人
確
認
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
所
入

場
券
を
配
布
し
ま
す
。
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
有
権
者

に
、
４
月
12
日
か
ら
行
政
区
長
を

通
じ
て
入
場
券
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、
忘
れ

　

て
も
投
票
は
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

用
事
で
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

４
月
15
日
（
月
）
〜
20

　

仕
事
や
学
業
で
ほ
か
の
市
区
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
人
や
、
指
定

施
設（
病
院
や
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
人
は
、
そ
の
滞
在

地
や
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、
投

票
用
紙
な
ど
の
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。
請
求
や
投
票
は
、
全
て

郵
便
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

郵
送
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
指
定
施
設
ま
た
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

日
（
土
）】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

表
２
の
と
お
り

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

投
票
所
入
場
券
を
ご
確
認
の
上
、

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
所

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

４
月
21
日
（
日
）

午
後
８
時
30
分
〜

迫
体
育
館

　

開
票
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。　

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
障
害
の
程
度
が
【
表
１
】

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
で
の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
な
ど
事

前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

開
票
に
つ
い
て

☎

市長選挙および市議会議員一般選挙
の開票速報を見ることができます
※運用は４月 21 日から

■ http://www.city.tome.miyagi.jp/
　  senkyo/
■ http://www.city.tome.miyagi.jp/
　  m/senkyo/index.html
　 （携帯電話用）
■右のQRコードで携帯
　電話から読み取りもで
　きます。

◆迫町域 ◆豊里町域

◆登米町域

◆石越町域

◆東和町域

◆南方町域

◆中田町域

◆津山町域

◆米山町域

迫 登米市役所（大会議室） 米山 米山総合支所（第１会議室）
登米 登米総合支所（庁議室） 石越 石越総合支所（ロビー）
東和 東和総合支所（会議コーナー） 南方 南方総合支所（１階ラウンジ）
中田 中田保健福祉会館（事務室）

津山 津山老人福祉センター
（健康相談室）豊里 豊里公民館（会議室）

市内のどの期日前投票所でも期日前投票ができます。
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登
米
市
は
県
内
他
市
町
村
と
比

べ
て
も
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙

４
月
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

自
転
車
・
車
を
運
転
さ
れ
る
皆

さ
ま
は
、
子
ど
も
に
配
慮
し
た
運

転
に
心
掛
け
、
家
族
や
地
域
で
は

将
来
の
登
米
市
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
見
本
に
な
る
よ
う
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　

道
は
例
外

車
道
は
左
側
を
通
行

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

　

の
禁
止

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課
（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
１
８

数
・
事
故
件
数
の
割
合
が
高
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
は
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る

時
期
で
す
。
一
緒
に
飲
酒
し
た
友

人
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
に

声
掛
け
し
ま
し
ょ
う
。

①
命
（
死
亡
事
故
に
直
結
）　　

②
家
族
（
家
族
離
散
な
ど
）　

③
仕
事
（
会
社
は
解
雇
な
ど
）　

④
社
会
的
信
用
（
マ
ス
コ
ミ
で
報

　

道
な
ど
）　

⑤
免
許
（
免
許
取
り
消
し
な
ど
）

⑥
お
金
（
罰
金
や
遺
族
補
償
な

　

ど
）

　

定期の予防接種が変わります
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
創
意
工

夫
に
よ
る
自
主
的
な
地
域
活
動
を

支
援
し
、
住
み
良
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
の
制
度
で
す
。

①
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
主

　

体
的
な
取
組

②
地
域
の
人
や
モ
ノ
な
ど
の
素
材

　

を
生
か
し
た
取
組

③
身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
創
造

　

や
提
供
す
る
取
組

④
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
す

　

る
取
組

⑤
活
動
団
体
同
士
の
連
携
や
協
働

　

の
取
組

⑥
地
域
住
民
の
声
を
集
約
し
て
み

　

ん
な
で
実
践
す
る
取
組

　

交
付
金
の
対
象
と
な
る
団
体

は
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ

Ｐ
О
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自

治
会
、
町
内
会
、
社
会
貢
献
活
動

を
行
う
団
体
企
業
な
ど
）
で
、
次

に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
団
体
で
す
。

　

市
民
活
動
団
体
と
市
が
協
力
し

合
い
、
地
域
の
特
色
を
生
か
す
事

業
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

効
果
的
に
解
決
す
る
事
業
を
支
援

す
る
も
の
で
す
（
事
業
の
実
施

は
、
平
成
26
年
度
と
な
り
ま
す
）。

　

交
付
金
の
対
象
と
な
る
団
体

は
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ

Ｐ
О
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行

う
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
の
策
定

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
策
定

に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

に
対
し
支
援
す
る
制
度
で
す
。

30
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
１
回
限
り

（
表
を
参
照
）

企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
７
３

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
28
日
（
金
）

☎

①
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
て

　

い
る
こ
と

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と

③
運
営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
ま

　

た
は
会
則
を
定
め
て
い
る
こ
と

④
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
ま
た
は

　

営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

　

総
合
支
所
ご
と
に
１
０
０
万
円

の
予
算
を
計
上　

※
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
金
を
交

　

付
し
ま
す
。

　

各
総
合
支
所
市
民
課

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
31
日
（
金
）

治
会
、
町
内
会
、
社
会
貢
献
活
動

を
行
う
団
体
企
業
な
ど
）
で
、
次

に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
団
体
で
す
。

①
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
て

　

い
る
こ
と

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と

③
運
営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
ま

　

た
は
会
則
を
定
め
て
い
る
こ
と

④
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
ま
た
は

　

営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

①

＝
総
合
型
の
枠
を
超

え
、
複
数
の
総
合
支
所
管
内
の
地

域
を
対
象
と
す
る
事
業

②

＝
団
体

と
市
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結

し
て
行
う
事
業

①

＝
単
年
度
を
原
則
と
し

て
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
。

補
助
率
は
10
分
の
９
以
内
。

②

＝
単
年

度
を
原
則
と
し
て
１
０
０
万
円
を

上
限
に
補
助
。
補
助
率
は
10
分
の

10
以
内
。

審
査
会
（
11
月
開
催
予
定
）
の
審

査
お
よ
び
検
討
を
経
て
、
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
決
定
し
ま

す
。

企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
７
３

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
31
日
（
金
）※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50cm～1mの高さで、0.23マイクロシーベル  

トとなります。
※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ４月２１日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、より
正確な情報をお伝えするため、市消防
署および消防署出張所や学校、教育施
設などについて定期的に空間放射線量
を測定し、その結果を市ホームページ
に掲載するとともに、市消防署および
消防署出張所の測定値を毎日メール配
信サービスにて配信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 （58） 5553　

福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定を行いましたので、
その結果をお知らせします。

町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森小学校 ３月18日 くもり 0.08

中田

諏訪公園 ３月　6日 晴れ 0.07
森幼稚園 ３月18日 くもり 0.05 宝江ふれあいセンター ３月　6日 晴れ 0.07
佐沼小学校 ３月18日 くもり 0.08 浅水ふれあいセンター ３月13日 くもり 0.07
佐沼幼稚園 ３月18日 雨 0.07 中田海洋センター ３月13日 くもり 0.05
佐沼中学校 ３月18日 くもり 0.08 石森ふれあいセンター ３月13日 くもり 0.07
東佐沼幼稚園 ３月11日 晴れ 0.07 中田生涯学習センター ３月13日 くもり 0.08
北方小学校 ３月18日 くもり 0.08 石ノ森章太郎ふるさと記念館 ３月13日 くもり 0.05
北方幼稚園 ３月18日 くもり 0.07 中田総合体育館 ３月　6日 晴れ 0.06 室内
新田小学校・新田中学校 ３月18日 くもり 0.06

豊里

豊里幼稚園 ３月14日 晴れ 0.07
新田幼稚園 ３月18日 くもり 0.07 豊里小・中学校 ３月14日 晴れ 0.07
歴史博物館 ３月11日 晴れ 0.06 豊里公民館 ３月　7日 晴れ 0.05
迫公民館 ３月11日 晴れ 0.05 豊里多目的広場 ３月14日 晴れ 0.06
市民プール ３月11日 晴れ 0.06 平筒沼農村文化自然学習館 ３月　7日 晴れ 0.08
視聴覚センター ３月11日 晴れ 0.07 豊里運動公園 ３月14日 晴れ 0.07
光ヶ丘球場 ３月11日 晴れ 0.05

米山

米山東幼稚園 ３月15日 晴れ 0.07
梅ノ木グリーンパーク ３月11日 晴れ 0.06 米山東小学校 ３月15日 晴れ 0.05
大東公園 ３月18日 くもり 0.06 米岡小学校 ３月15日 晴れ 0.09
迫図書館 ３月18日 雨 0.05 米山中学校 ３月15日 晴れ 0.08
迫海洋センター ３月18日 くもり 0.07 中津山小学校 ３月15日 晴れ 0.06
新田総合運動場 ３月18日 くもり 0.07 米山西幼稚園 ３月15日 晴れ 0.07
迫武道館 ３月18日 雨 0.06 善王寺コミュニティセンター ３月15日 晴れ 0.06

登米

登米幼稚園 ３月19日 晴れ 0.06 吉田公民館 ３月15日 晴れ 0.04
登米小学校 ３月12日 晴れ 0.06 吉田運動場 ３月15日 晴れ 0.07
登米中学校 ３月19日 晴れ 0.08 米山公民館 ３月　8日 晴れ 0.06
警察資料館 ３月12日 晴れ 0.07 米山海洋センター ３月　8日 晴れ 0.07
高倉勝子美術館 ３月12日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 ３月13日 くもり 0.08
登米総合運動公園 ３月12日 晴れ 0.11 石越小学校 ３月13日 くもり 0.08
教育資料館 ３月19日 晴れ 0.08 石越中学校 ３月13日 くもり 0.06
伝統芸能伝承館 ３月19日 晴れ 0.06 石越公民館 ３月　6日 晴れ 0.09
登米総合体育館 ３月19日 晴れ 0.06 石越総合運動公園 ３月　6日 晴れ 0.06
登米公民館 ３月19日 晴れ 0.06

南方

西郷幼稚園 ３月14日 晴れ 0.07

東和

米谷幼稚園 ３月19日 晴れ 0.07 西郷小学校 ３月14日 晴れ 0.05
米谷小学校 ３月12日 晴れ 0.08 東郷幼稚園 ３月　7日 晴れ 0.08
米川小学校 ３月12日 晴れ 0.07 東郷小学校 ３月14日 晴れ 0.08
錦織小学校 ３月12日 晴れ 0.08 南方幼稚園 ３月14日 晴れ 0.07
東和中学校 ３月19日 晴れ 0.09 南方小学校 ３月14日 晴れ 0.07
米川公民館 ３月12日 晴れ 0.12 南方中学校 ３月14日 晴れ 0.05
東和国際交流センター ３月12日 晴れ 0.08 南方中央運動広場 ３月　7日 晴れ 0.10
楼台コミュニティーセンター ２月26日 晴れ 0.07 南方総合運動場 ３月14日 晴れ 0.05
東和総合運動公園 ３月19日 晴れ 0.07 南方武道伝承館 ３月　7日 晴れ 0.06
東和勤労青少年ホーム ３月19日 晴れ 0.05 室内 西郷公民館 ３月14日 晴れ 0.06

中田

さくら幼稚園 ３月13日 くもり 0.06 南方公民館 ３月14日 晴れ 0.06
中田幼稚園 ３月13日 くもり 0.07 東郷公民館 ３月14日 晴れ 0.07
浅水小学校 ３月13日 くもり 0.08

津山

つやま幼稚園 ３月15日 晴れ 0.05
宝江小学校 ３月13日 くもり 0.09 柳津小学校 ３月15日 晴れ 0.09
加賀野小学校 ３月13日 くもり 0.08 横山小学校 ３月15日 晴れ 0.08
上沼小学校 ３月13日 くもり 0.08 津山中学校 ３月15日 晴れ 0.06
石森小学校 ３月13日 くもり 0.08 津山林業総合センター ３月　8日 晴れ 0.06 室内
中田中学校 ３月13日 くもり 0.07 津山運動広場 ３月　8日 晴れ 0.08
中田球場 ３月　6日 晴れ 0.05 津山河川運動場 ３月　8日 晴れ 0.07

測定方法／地上1m（幼稚園・小学校：地上50cm）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当りの放射線量）
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東
和
レ
ジ
ス
タ
ー
仙
台
販
売
㈱
か
ら
市
に
電

光
掲
示
板
２
基
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

３
月
11
日
に
市
役
所
迫
庁
舎
で
感
謝
状
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
電
光
掲
示
板
は
、
震
災
復
興
と
市
役
所

を
訪
れ
る
多
く
の
市
民
へ
情
報
提
供
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
き
さ
は
縦
50
㌢
、
横
１
３
０
㌢
の
薄
型
で

オ
レ
ン
ジ
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
で
く
っ
き
り

と
し
た
広
報
文
字
が
流
れ
ま
す
。

　

バ
ス
を
待
つ
お
客
様
や
庁
舎
に
来
ら
れ
た
お

客
様
に
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
違
っ
た
形
で

情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

▲市役所迫庁舎ロビーに設置された電光掲示板

迫

　

全
国
中
学
生
軟
式
野
球
大
会
、
ミ
ズ
ノ
カ
ッ

プ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
、
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出

場
す
る
選
手
た
ち
の
合
同
壮
行
式
が
３
月
７
日
、

東
和
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
布
施
孝
尚
市
長
を
は
じ
め
多

数
の
来
賓
が
選
手
た
ち
を
激
励
。
選
手
が
一
人

ず
つ
紹
介
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
東
和
中
学
校
野
球
部
の
菊

地
圭け

い
す
け佑

主
将
は
「
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

全
員
野
球
で
日
本
一
に
な
っ
て
き
ま
す
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲全国大会に向けた決意を語る東和中学校野球部の菊地圭佑主将

東和

　

地
域
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
の
向
上
と
愛
好

者
の
親
睦
を
図
る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
登
米
町
９
人
制
統
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
」
が
２
月
24
日
、
登
米
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
37
回
目
と
な
る
大
会
に
は
、
登
米
高

校
や
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
会
な
ど
５
チ
ー
ム
約
60
人

が
参
加
。
会
場
に
は
、
各
チ
ー
ム
の
応
援
団
も

大
勢
訪
れ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
結
果
「
体
脂
Ｂ
Ｏ
Ｗ
48
」
が
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

▲銀河さんの重みのある声に聞き入る来場者

中田

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
役
員
を
対
象

と
し
た
「
平
成
24
年
度
登
米
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
修
会
（
米
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
主
催
）」
が
２
月
15
日
、
米
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
東
北
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
の

高
橋
満み

つ
るさ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
（
組
織
力
の
強
化
）」
と

題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
考
察

す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
活
発
な
意
見
の
や
り
取

り
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
よ
さ
と
マ
イ
・
タ
ウ
ン
ク
ラ

ブ
主
催
の
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
が
３
月
８

日
、
豊
里
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ク
ラ
ブ
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の

一
つ
で
、
会
員
の
健
康
保
持
と
仲
間
づ
く
り
を

目
的
に
、
月
２
回
開
催
さ
れ
て
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
講
師
の
只
野
隆た

か
ひ
ろ博

さ
ん
か
ら
介
護

が
必
要
に
な
ら
な
い
た
め
の
知
識
や
腰
痛
・
膝

痛
の
緩
和
に
有
効
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
無
理
せ
ず
で
き
る
範
囲

で
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
町
内
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
し
た
。

▲工藤さん（左から２人目）の指導の下、軽運動をする参加者

豊里

▲コートでは白熱した試合が繰り広げられました

▲活発な意見が交わされたパネルディスカッション

登米

米山

　

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
お
な
じ
み
の
ベ
テ
ラ
ン
声
優
銀
河
万ば

ん

丈じ
ょ
うさ
ん

に
よ
る
朗
読
会
が
２
月
９
日
、
石
ノ
森
章
太
郎

ふ
る
さ
と
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
朗
読
会
は
、
中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
「
読
み
聞
か
せ
」
事
業
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
東
海
林
さ
だ
お
作
「
微ち

ま
ち
ま
視
的
生
活

入
門
」
ほ
か
３
作
品
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
銀

河
さ
ん
の
声
は
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
聴
き
な
れ
て
い
る
と
お
り
重

み
の
あ
る
も
の
で
、
聞
き
手
は
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
朗
読
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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石
越
町
河
川
愛
護
会
（
千
葉
良
喜
会
長
）
に

よ
る
堤
防
一
斉
清
掃
が
３
月
３
日
、
石
越
地
区

の
夏
川
と
迫
川
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
斉
清
掃
は
、
草
木
の
繁
茂
か
ら
堤
防

や
河
川
敷
を
守
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
昨
年
は
天
候
不
良
に
よ
り
中
止
さ
れ
た

こ
と
か
ら
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

三
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
た
石
越
地
区
に
は
、

夏
川
、
迫
川
合
わ
せ
て
約
16
㌔
メ
ー
ト
ル
の
堤

防
が
あ
り
、
21
行
政
区
か
ら
約
１
０
０
０
名
の

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
雑
草
な
ど
の

野
焼
き
に
代
え
て
低
木
の
伐
採
や
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲１，０００人を超える住民が参加。熱心に作業をしました

石越

　

津
山
子
育
て
支
援
事
業
「
ぽ
ん
ぽ
こ
広
場
」

の
ひ
な
祭
り
誕
生
会
が
、
２
月
27
日
、
津
山
林

業
セ
ン
タ
ー
内
の
津
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
誕
生
会

に
、
ひ
な
祭
り
会
を
あ
わ
せ
て
実
施
。
大
き
な

ケ
ー
キ
に
挿
さ
れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
１
月
か

ら
３
月
生
ま
れ
の
子
供
た
ち
が
吹
き
消
し
、
お

友
達
に
お
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
お
内
裏
様
と
お
雛
様

の
衣
装
に
着
替
え
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
登

米
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
っ
と
ン
」
と
一

緒
に
お
ど
り
を
踊
る
な
ど
し
て
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲大きなケーキのろうそくを「ふぅ～」

津山

　

昼
休
み
の
休
憩
時
間
を
活
用
し
た
「
昼
休
み

ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
３
月
13
日
、
市
役
所

南
方
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
11
回
目
と
な
る
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
宮
城
県
警
察
音
楽
隊
で
の
勤
務
経
験
も

あ
る
佐
沼
警
察
署
東
郷
駐
在
所
の
大
友
和か

ず
た
か孝

所
長
を
演
奏
者
に
迎
え
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
い

き
も
の
が
か
り
の
「
あ
り
が
と
う
」
や
ド
リ
カ

ム
の
「
未
来
予
想
図
Ⅱ
」
な
ど
を
演
奏
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
の
合
間
に
は
、
交
通
安
全
や
振
り
込
め

詐
欺
の
防
止
、
更
に
は
警
察
官
募
集
の
Ｐ
Ｒ
ま

で
飛
び
出
し
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た

▲

南方

市
内
に
残
る
歴
史
や
逸
話
を
題
材
に
毎
年
市
民
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た

登
米
市
民
劇
場「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」。15
回
目
と
な
る「
夢
」舞
台
が
、

今
年
も
３
月
２
、３
の
２
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
19
〜
23
ペ
ー
ジ
）
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　登米市民劇場「夢フェスタ
水の里」。毎回、募集に応じた
100 人を超えるボランティア
がキャストから裏方までこなす
市民手づくりの創作劇。合併前
の旧各町に残る民話や実話、逸
話などを掘り起こし、新しい視
点を加えて発信してきた。
　平成 11 年 3 月に旧迫町の鹿
ケ城を題材にした「さいかちの
木は風にゆれて」を初上演し
た。夢フェスタは登米市の旧 9
町の文化や歴史を題材に公演を
一巡。その後、新たな取り組み
を模索しながら 15 回目を迎え
た。「市民が主役」をモットーに、
登米祝祭劇場で繰り広げられる
最大級の芸術文化イベント。

夢フェスタ水の里
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■「夢フェスタ水の里」のあゆみ

回 開催年 タイトル 舞台

1 平成11年
さいかちの木

き

は風
かぜ

にゆれて
　～佐沼城物語～

迫　町

2 12年
ながれ星

ぼし

の詩
うた

　～開明坂物語～
東和町

3 13年 とよま赤
あか

門
もん

物
もの

語
がたり

登米町

4 14年
菜
な

の花
はな

の川
かわ

　～とよさと二ツ屋物語～
豊里町

5 15年
陸
おか

蒸
じょう

気
き

がやってきた
　～石越停車場物語～

石越町

6 16年
虹
にじ

をわたる川
かわ

　～新お鶴明神～
中田町

7 17年 耕
こう

野
や

の花
はな

南方町

8 18年
和
お

尚
しょう

になった相
すも う

撲とり
　～しろかき地蔵外伝～

米山町

9 19年
わが命

いのち

は風
かぜ

にのって
　～締切沼物語～

津山町

10 20年
「軽

けいべん

便こ」は時
じ

空
くう

を超
こ

えて
　～仙北鉄道物語～

登米市

11 21年
加
か な だ

奈陀に渡
わた

った蛍
ほたる

火
び

の夢
ゆめ

　～アメリカ及甚物語～
東和町

12 22年
大
だい

地
ち

がくれた贈
おく

り物
もの

　～登米はっと物語～
登米市

13 23年
大
おおだけまる

嶽丸と田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

　～天翔ける勇者たち～
南方町

14 24年
われは丸

まるやま

山　押
お

さば押
お

せ
　～三代横綱物語～

米山町

15 25年
歌
か ぶ き

舞伎役
やくしゃ

者　助
すけたか

高屋
や

　宇
う

藤
とう

留
とめぞう

蔵
　～「登米芝居の祖」誕生秘話～

迫　町
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登
米
市
の
職
員
に
な
っ
て

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し

　

東
和
中
学
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

に
所
属
し
毎
日
練
習
で
汗
を
流
し
て

い
る
綾
香
さ
ん
。
昨
年
度
は
学
級
委

員
を
務
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
綾
香
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
「
登
米
市
の
職
員
」
に
な
る
こ
と

で
す
。
綾
香
さ
ん
が
「
登
米
市
の
職

員
」
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
昨
年
10
月
に
東
和
中
学
校
で
行

わ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
講
師
で
訪
れ
た
市
職
員
の
男

性
の
話
に
感
銘
を
受
け
、
自
分
も
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
に
貢
献
の
で
き
る

「
登
米
市
の
職
員
」
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ど
ん
な
職
員
に
な
り
た
い
で
す
か

と
の
問
い
に
は
「
地
域
の
方
々
の
意

見
を
よ
く
聞
い
て
、
地
域
に
役
立
て

る
職
員
に
な
り
た
い
」
と
希
望
い
っ

ぱ
い
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

95

さん（東和中・２年）
（東和町米川第４・正喜さん方）

くん（２歳）
平成22年10月１日生まれ
迫町泥内
直幸さんの次男

　自動車が大好きな凌駕く
ん。中でも消防車がお気に
入り。ソファーの上を走ら
せて遊んでいます。食べ物
をみんなに分けてくれるな
ど優しい凌駕くんです。

ちゃん（2 歳）
平成22年８月28日生まれ
米山町今泉
裕さんの長女

　おじいちゃんとのお散歩
を楽しみにしている心ちゃ
ん。好きな食べ物は刺身。
最近は、おしゃべりが上手
になって、みんなの真似っ
こをしています。

ちゃん（2 歳）
平成22年12月13日生まれ
南方町北本郷
伸也さんの次女

　みなみちゃんはお姉ちゃ
んと仲良し。いつも一緒に
遊んでいます。ゆで卵の殻
をむいたり、サラダの野菜
をちぎったりとお手伝いを
よくしてくれます。

くん（2 歳）
平成22年４月13日生まれ
中田町下道
祐也さんの次男

　好き嫌いがなく何でもモ
リモリ食べる祐希くん。い
つもお兄ちゃんと仮面ライ
ダーごっこをして遊んでい
ます。最近は、側転ができ
るようになりました。

わが家のアイドル Kid’s

さん（26歳）
（登米町岡谷地・いて座）

まちの若い衆 Young man 95介護の仕事にやりがい
スキルアップを目指す

　

１
７
７
㌢
で
Ａ
型

で
す
。

　

昨
年
の
６
月
か
ら
恵
泉
会

に
勤
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
登
米
町

の
光
風
園
に
勤
務
し
、
介
護
を
必
要
と

す
る
方
の
食
事
介
助
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
仕
事
で
は
利
用
者
さ
ん
が
何

を
望
ん
で
い
る
か
を
常
に
考
え
な
が
ら

対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

人
見
知
り
な
の
で
打

ち
解
け
る
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

仕
事
が
忙
し
く
勤
務
時
間

も
不
規
則
な
た
め
、
寝
て
過
ご
す
こ
と

が
多
い
で
す
。
た
ま
に
、
地
元
の
パ
チ

ン
コ
屋
さ
ん
に
行
っ
て
ス
ト
レ
ス
発
散

も
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
か
ら
釣
り
が

好
き
で
す
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
っ
た

ら
長
沼
に
バ
ス
釣
り
に
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

話
が
合
う
一
緒
に

い
て
面
白
い
人

　

介
護
の
仕

事
は
、
利
用
者
さ
ん
の
命
を
お
預
か
り

す
る
重
要
な
仕
事
。
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど

ん
経
験
を
積
み
、
い
ろ
ん
な
資
格
を

取
っ
て
、
利
用
者
さ
ん
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

●
５
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
31
作
品
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迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

中
田
加
賀
野
住
宅
４
号
（
中
田

町
石
森
字
加
賀
野
一
丁
目
12

番
地
３
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
４
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
３
９
０
０
円

〜
３
万
５
６
０
０
円

▼
米
山
清
水
第
一
住
宅
２
━15
号

（
米
山
町
中
津
山
字
清
水
32
番

地
２
）

　

募
集
戸
数
／
1
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
５
９
０
０
円

〜
２
万
３
７
０
０
円

豊
里
新
町
住
宅
３
号
（
豊
里
町

土
手
下
60
番
地
）

　

募
集
戸
数
／
1
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
９
６
０
０
円

〜
２
万
９
３
０
０
円

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

①
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60

歳
以
上
の
人
は
21
万
４
千
円
以

下
）。
※
収
入
基
準
の
算
出
は
、

入
居
予
定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世

帯
主
以
外
の
入
居
予
定
者
一
人
に

つ
き
38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ
月

で
割
っ
た
金
額

②
同
居
す
る
親

族
が
い
る
こ
と
（
婚
姻
予
定
も

可
）。
※
原
則
と
し
て
単
身
で
の

入
居
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
60
歳
以

上
の
人
（
た
だ
し
、
特
例
と
し
て

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳

以
上
の
人
も
可
）、
身
体
障
が
い

者
（
１
級
〜
４
級
）、
精
神
・
知

的
障
が
い
者
は
単
身
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

③

入
居
者
全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

④
現
に
市
営
住
宅
に
入

居
し
て
い
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
申
込
者
ま
た
は
同
居

予
定
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

１
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
百
円

東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

５
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
５
９
０
０
円

①
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
人

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

③
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と

④
年
収
（
賞
与
お
よ
び
利
子

所
得
な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含

む
）
の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃

の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

1
台
の
み
、
別
途

２
０
０
０
円

駐
車
場
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
市
民
課

お
よ
び
建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

４
月
15
日
（
月
）

❶

❷

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
３
１
６　

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
３

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
年

　

金
医
療
係
）

　

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
６
６

　

４
月
に
年
間
の
納
付
書
が
入
っ

た
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
各
月
の

保
険
料
は
納
付
期
限
（
翌
月
末

日
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

一
部
免
除
に
該
当
し
て
い
る
人

は
、
承
認
期
間
が
６
月
ま
で
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
４
月
に
４
〜
６
月

分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
、
７
月

に
７
月
以
降
の
定
額
の
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
１
年
分
前
納
す
る
と

３
２
０
０
円
、
６
カ
月
分
前
納
で

は
７
３
０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

ちゃん
（迫町下舟丁・智幸さん）

ちゃん
（迫町江合・敏穂さん）

ちゃん
（迫町中江・健次さん）

ちゃん
（迫町仮屋・優次さん）

※（　　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

くん
（登米町遠見台・英樹さん）

くん
（迫町大網西・孝太さん）

くん
（迫町下舟丁・誠さん）

ちゃん
（迫町錦東・紘一さん）

ちゃん
（迫町立戸・大輝さん）

くん
（迫町駒木・恵梨香さん）

くん
（迫町錦東・里菜さん）

くん
（迫町鉄砲丁・修一さん）

ちゃん
（迫町大網南・博巳さん）

くん
（迫町鉄砲丁・俊彦さん）

くん
（迫町大網南・武志さん）

くん
（迫町平柳・美保さん）

くん
（迫町中江・宗一さん）

定額 ▶ 15,040 円
定額＋付加保険料
▶ 15,440 円

◉

４分の３免除（４分の１納付）
▶ 3,760 円
半額免除（半額納付）
▶ 7,520 円
４分の１免除（４分の３納付）
▶ 11,280 円

　

☎

製
造
業
、
運
輸
業
、
情

報
通
信
業
で
、
前
々
年
度
の
平
均

常
時
雇
用
従
業
員
数
と
比
較
し

て
、
前
年
度
３
月
末
常
時
雇
用
従

業
員
数
が
３
人
以
上
増
加
し
、
か

つ
市
内
在
住
で
１
年
以
上
雇
用
し

て
い
る
新
規
常
時
雇
用
従
業
員
数

が
３
人
を
超
え
る
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

引
き
続
き
１
年
以
上

雇
用
し
て
い
る
市
内
在
住
新
規
常

時
雇
用
従
業
員
で
３
人
を
超
え
た

人
数
×
10
万
円
（
新
規
学
卒
常
時

雇
用
従
業
員
は
、
15
万
円
）

交
付
年
度
の
４
月
末

交
付
申
請
を
す
る
際

に
は
、
各
種
提
出
書
類
が
必
要
で

す
の
で
、
産
業
経
済
部
新
産
業
対

策
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
新

産
業
対
策
室

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
７
０
６
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切に生きる
瀬戸内　寂聴／著

幸せになりたい、誰もが
思う願いです。幸せに愉
快に生きるコツが満載の
本です。

がんばれゆうくん
１年生
西本　鶏介／著

奨学一年生になったゆう
くん。なにやら悩んでい
ます。どうしたのかな？

ぐうたら道をはじめ
ます
たきした　えいこ／著

家でひとり「ぐうたら」
している真由ちゃん。
ねこが現れて魔法をか
けました。

走れメロス
太宰　治／原作

名作を紙芝居で読んで
みませんか。子どもた
ちへの読み聞かせもお
すすめです。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

イノセントブルー
神永　学／著

「生まれる以前の記憶」
を見せる男、才谷。彼
の不思議な能力が引き
起こすスリリングな展
開とは・・・。

これでスッキリ　
花粉症がみるみる
よくなる62の対策
福田　千晶／監修

花粉症の季節です。つ
らい症状を緩和できる
秘策を学んで乗り切り
ましょう。

　暖かくなり不審者が増えてくる時期とな
りました。外で遊ぶときは「いかのおすし」
をしっかり守り、犯罪に遭わないよう注意
しましょう。
いかのおすし」を守りましょう

　◦ついて「いか」ない！　
　◦車に「の」らない！
　◦「お」お声を出す！
　◦「す」ぐ逃げる！
　◦「し」らせる！

　

平
成
25
年
度
固
定
資
産
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
で

き
ま
す
。

４
月
１
日
（
月
）
〜
５

月
31
日
（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分各

総
合
支
所
市
民
課

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
６
３

　

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
、
４
月
８
日
（
月
）
か
ら
５
月

２
日
（
木
）
ま
で
の
日
程
で
、
市

内
各
町
域
で
行
い
ま
す
。

　

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方
は
会

場
で
登
録
手
続
き
の
上
、
注
射
し

て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
所
有
者
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◉

　

　

１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

◉
　

１
頭
に
つ
き
３
０
２
０
円

　
（
予
防
注
射
代
２
４
７
０
円
、

　

注
射
済
票
代 

５
５
０
円)

市
民
生
活
部
環

境
課
（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０
（
58
）
５
５
５
３

　

市
税
、
税
外
４
債
権
（
住
宅
使

用
料
・
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
・

給
食
費
）
に
関
す
る
納
付
相
談
に

応
じ
ま
す
。４月

25
日 

（
木
）
午
後
８

時
ま
で

総
務
部
収
納
対
策
課
（
市

役
所
迫
庁
舎
１
階
）総

務
部
収
納
対

策
課
（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０ 

（
22
）
２
１
６
９ 

市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
女
性　

※
過
去
に
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

30
人
（
先
着
順
）

昼
食
代
、
実
習
材
料

代
な
ど
（
６
０
０
円
〜
１
２
０
０

円
程
度
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

４
月
30
日
（
火
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
、
住

　

所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　

女
性
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
と
明

　

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶

▶

☎ 
死 

　

市
で
は
、
市
民
や
来
訪
さ
れ
る

観
光
客
へ
の
利
便
性
の
向
上
や
災

害
時
な
ど
の
通
信
手
段
の
確
保
を

目
的
と
し
て
、
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
市
内
16
カ
所
に
お
い
て
、
無

料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
無
線
で

接
続
で
き
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
О
Ｔ

（
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
）」
を
開
始
し

ま
す
。

４
月
１
日
（
月
）

▼
市
役
所
（
迫
庁

舎
・
中
田
庁
舎
・
南
方
庁
舎
・
登

米
総
合
支
所
・
豊
里
複
合
施
設
・

石
越
総
合
支
所
）
▼
石
ノ
森
章
太

郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
▼
道
の
駅

（
み
な
み
か
た
・
米
山
・
林
林
館
・

津
山
）
▼
遠
山
之
里
・
高
倉
勝
子

美
術
館
・
教
育
資
料
館
・
春
蘭
亭
・

長
沼
ふ
る
さ
と
物
産
館

※
電
波
伝
搬
の
状
況
に
よ
り
、
利

用
場
所
内
で
あ
っ
て
も
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
機
能
（W

i-Fi

機

能
：
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
を
搭
載
し
た

機
器（
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
お
よ
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
携
帯
型
情
報
端
末
）
が
接

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
機
器

の
用
意
は
利
用
者
で
ご
準
備
願
い

ま
す
）。

　

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
初
め

に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
不
正
利
用
防
止

の
た
め
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
部
企
画
政

策
課
（
情
報
シ
ス
テ
ム
係
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
４
７

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
健
康
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
友
達
や
育
児
仲
間
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
25
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

米
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

妊
娠
中
の
方
と
１
歳
位

ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課
（
地
域
保
健
係
）

０
２
２
０
（
58
）
２
１
１
６
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

交差点における左右の安全確認を怠った交通事
　故が目立ちました。
交差点や交差点付近においてスピードを抑えた運
　転をしましょう
夜間、歩行するかたは必ず反射材を身に付けま

　しょう。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の番
号で24時間対応しています。
　☎ 0229 (24) 2267
◉４月の休日急患当番医・歯科
休日当番医は「広報とめ」３
月21日号に掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成25年２月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,461 10,427 11,166 21,593

登米 1,830 2,495 2,768 5,263

東和 2,479 3,501 3,669 7,170

中田 4,819 7,827 8,259 16,086

豊里 2,079 3,363 3,511 6,874

米山 2,848 4,897 5,101 9,998

石越 1,608 2,640 2,745 5,385

南方 2,573 4,294 4,605 8,899

津山 1,221 1,774 1,926 3,700

合計 26,918 41,218 43,796 84,968

※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台
帳制度の対象になったため、上記人口・世帯数
に含まれています。

（平成25年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H25 H24 増減数

人身事故
発生件数 67件 60件 7件

死者数 0件 0件 0件

負傷者数 80件 73件 7件

物損事故
発生件数 457件 416件 41件

※平成2５年１月からの延べ件数

◉
　日時／４月２日（火）～29日（祝）
　10：00～17：00（最終日は正午まで）
　会場／レストラン　
　入場料／無料
◉
　日時／４月２７日（土）～５月５日（祝）
　※４月３０日、５月１日は別途利用
　①  ９：00～　②１１：00～
　③１３：30～　④１５：30～
　会場／大ホール
　※事前の申し込みが必要です。
◉

　日時／４月２９日（祝）～５月５日（祝）
　９：30～17：00（最終日は15：00まで）
　会場／小ホール
　入場料／無料

【問い合わせ】登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

離
婚
、配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
こ

と
▼
震
災
後
に
感
じ
る
不
安
や
孤

独
▼
親
子
や
親
族
間
の
問
題
、
人

間
関
係
の
不
和
に
関
す
る
悩
み
▼

性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
思
わ

ぬ
困
難
や
被
害
に
関
す
る
こ
と

０
１
２
０     （９
３
３
）
８
８
７

４
月
１
日
（
月
）

〜
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
45
分
（
休
日
・
祝
日

を
除
く
）

固
定
電
話
、
携
帯
電

話
と
も
に
宮
城
県
内
か
ら
の
発
信

の
み
通
話
可
能
で
す
。

宮
城
県
環
境
生

活
部
共
同
参
画
社
会
推
進
課
（
男

女
共
同
推
進
班
）

☎
０
２
２
（
２
１
１
）
２
５
６
８

３
月
28
日
（
木
）

〜
６
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

高
倉
勝
子
美
術
館
「
桜

小
路
」

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円高

倉
勝
子
作
品
の
中
か

ら
春
の
情
景
を
描
い
た
作
品
を
中

心
に
展
示

※
期
間
中
作
品
の
入
れ
替
え
あ
り

高
倉
勝
子
美
術
館
「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０
（
52
）
２
７
５
５

◉

４
月
１
日
（
月
）

〜
６
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

※
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
開

　

催
し
ま
す
。

登
米
懐
古
館

刀
装
具
の
展
示
（
拵こ

し
ら

え

約
30
点
、
他
小
物
約
30
点
）

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
（
市
民
の
方
は
割
引
あ

り
）

※
４
月
21
日
（
日
）、
５
月
12
日

　
（
日
）、
６
月
16
日
（
日
）
の
３

　

回
、
刀
剣
の
手
入
れ
お
よ
び
相

　

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０
（
52
）
３
５
７
８

▼
㈱
と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０
（
52
）
５
５
６
６

　

年
金
の
申
請
手
続
き
、
支
払
内

容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

４
月
25
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
30
分市

役
所
迫
庁
舎
１
階
（
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
４

全期…………軽自動車税 ５
月
５
日
（
祝
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

登
米
総
合
支
所
↓
と
よ
ま
船
着

　

場
↓
ク
ル
ー
ズ
↓
脇
谷
閘
門
船

　

着
場
↓
柳
津
虚
空
蔵
尊
↓
道
の

　

駅
津
山
「
昼
食
」
↓
横
山
不
動

　

尊
↓
教
育
資
料
館
↓
登
米
総
合

　

支
所

　

登
米
総
合
支
所
↓
石
ノ
森
章
太

　

郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
↓
不
老
仙

　

館
↓
道
の
駅
林
林
館
「
昼
食
」

　

↓
と
よ
ま
船
着
場
↓
ク
ル
ー
ズ

　

↓
脇
谷
閘
門
船
着
場
↓
登
米
総

　

合
支
所【相談日時】４月23日（火）

　① 9：30～②11：00～③13：30～④15：00～
【場所】県東部保健福祉事務所登米地域事務所（登米
　保健所）
【相談担当】障害者就業・生活支援センター「ゆい」
【申し込み・問い合わせ】　

▼障害者就業・生活支援センター「ゆい」　
　☎ 0220 (21) 1011

▼福祉事務所生活福祉課 ( 障害福祉係）　
　☎ 0220 (58) 5552
※職業のあっせんではありませんのでご注意願います。

各
コ
ー
ス
35
人
（
先

着
順
）

大
人
（
高
校
生

以
上
）
３
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
５
０
０
円
、
未
就
学
児

１
０
０
０
円

※
保
険
料
、
昼
食
代
、
入
館
料
を

含
む

希
望
コ
ー
ス
、
氏

名
（
大
人
・
高
校
生
以
下
・
就
学

前
の
い
ず
れ
か
記
入
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
な
い
場
合

　

は
、
申
込
先
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。４

月
28
日
（
日
）

み
や
ぎ
北
上
連
邦
協

議
会
事
務
局
（
道
の
駅
林
林
館
）

☎
０
２
２
０
（
45
）
１
２
１
８

０
２
２
０
（
45
）
１
２
１
９

４
月
18
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

☎
０
２
２
（
２
６
５
）
１
６
６
７

（
宮
城
県
保
険
医
協
会
内
）

※
電
話
で
相
談
の
概
略
を
お
聞
き

　

し
ま
す
。
そ
の
後
３
日
以
内
に

　

歯
科
医
師
が
直
接
相
談
者
に
お

　

答
え
し
ま
す
。

宮
城
県
保
険
医

協
会

☎
０
２
２
（
２
６
５
）
１
６
６
７

】
７
月
25
日
（
木
）
〜
８

月
13
日
（
火
）
８
日
〜
18
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野

外
活
動
な
ど

米
国
、
英
国
、
豪
州
、

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
フ
ィ
ジ
ー

小
学
３
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
の
方

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

５
月
12
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
（
第

３
会
議
室
）（
財
団
法
人　

宮
城

県
教
育
会
館
）
仙
台
市
青
葉
区
柏

木
１

２

45

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

22
万
８
千
円
〜

57
万
８
千
円（
共
通
経
費
は
別
途
）

６
月
３
日
（
月
）
お

よ
び
10
日
（
月
）

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
０
８
|
０
０
７

東
京
都
港
区
三
田
５
|
７
|
８
|

９
２
１

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
３
３
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そ
ば
の
花
観
察
運
動 
写
生
画
で

全
国
努
力
賞
を
受
賞

中田町・大泉

田村　隆翔くん
たむら　りゅうしょう

平成14年生まれ　血液型／Ａ型

　「第28回そばの花観察運動（社団法人日
本麺類業団体連合会など主催）」で、昨年
12月22日、全国の小学生から寄せられた
1,221点の写生画の審査が行われ、佐沼小
の田村隆翔くんの作品が努力賞に輝きまし
た。写生したそばの花は、４年生の理科の
授業の一環で校内の畑にそばの種をまき育
ててきたものです。「そばの花は白くてきれ
い。いろいろなかたちの葉っぱがあって面
白かった」と隆翔くん。担任の小池明美先
生は「絵は上手ですし、観察力があります
ね」と目を細めます。「そばは大好きで、写
生画を書いたことでますます好きになりまし
た」と笑顔の隆翔くんでした。

観察力と表現力の豊かさが評価、全国努力賞を受賞した
作品を手にする隆翔くん（右）と担任の小池先生

▲

３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
南
方
中

学
校
の
卒
業
式
。
吉
野
幸
信
校
長
か

ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
卒
業
生
の

目
に
は
、
新
た
な
旅
立
ち
に
向
け
た

強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
卒
業
式
の
取
材
で
南
方
中
学
校
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
母
校
で
も
あ
り
、
私
の
子

ど
も
二
人
も
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
で
す
。

昨
年
か
ら
卒
業
生
と
保
護
者
、
在
校
生
が

対
面
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
卒
業

式
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出
を
か
み
し
め
ら

れ
る
、
落
ち
着
い
た
式
典
で
し
た
。（
遠
藤
）

▼
暖
か
く
な
り
、
お
花
見
が
楽
し
み
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
春
は
出
会
い
の
季

節
。
異
動
な
ど
で
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
出
会
っ
た

人
と
良
い
関
係
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
思

い
や
り
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
宮
内
）

▼
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

４
月
は
、
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。
お
花

見
や
歓
送
迎
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
も

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交
通
安
全
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。（
伊
東
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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